
    

 

 

 

 

 

野山の木々が色づきはじめ、ようやく秋の深まりが感じられるようになりました。 
保護者の皆様、地域の皆様方には、子どもたちの登下校の見守りをはじめ、本校の教育活動に、

ご支援・ご協力をいただいておりますことに心より感謝申し上げます。 
 去る１０月９日（木）、学校運営協議会委員の皆様をはじめ保護者の皆様、地域の皆様方に多数ご
参観いただき「2025 体育祭」を開催しました。当日は仲間とともに汗して頑張る生徒たちに大きな
拍手と声援で笑顔と勇気を与えていただき、ありがとうございました。 
ブロック長を中心に、競技リーダーや体育委員をはじめとする各専門委員が計画的に準備を進

めるとともに、異学年で構成された各色 170 名が同じ目標を持ち、集団として力を発揮することの

難しさもありました。行事は良いことばかりではなく、取り組みの中で意見の衝突があったり、思うよ
うに結果が出ないことに苛立って心ない言葉をかけてしまったりと様々な問題も起こります。そんな
時、「自分たちの目指す姿」と「そのためにやるべきこと」を何度も話し合い、練習して全員の心を合
わせていきます。困難を乗り越えようと挑む本番の競技は、生徒たちの思いが高まり、結果以上に、
本気でやり抜いたことへの達成感と、チームとして団結したことへの喜びにつながっていきます。ＰＴ
Ａでご支援をいただいている詳徳中オリジナルのブロックＴシャツに身を包み、３年生を中心に懸命
に取り組んだ体育祭は、生徒たちにとっても教職員にとっても忘れられない取組になりました。これ
からも様々な体験を積み重ねながら、個々の思いを大切にするとともに信頼でつながる「集団とし
ての力」を育んでいけるよう、前進と変容で新たな詳徳中学校を創っていきたいと思います。 
２学期も後半に向けて、学習面、生活面ともに個々の力を蓄え、それぞれの目標に向かってステ

ップ・アップする時期となりました。部活動の新人大会や地域行事への参加、各種検定試験等、生徒
たちの挑戦は続きますが、「本気で頑張ることの大切さ」や「毎日の積み重ねが本番の覚悟や自信に
つながること」を実感し、さらに成長してほしいと思います。今後も生徒たちと全力で取り組み、共に

感動できる教職員集団でありたいと思います。       
校長  國府 美幸 

 

 

 

台風 22号の接近に伴い天気が心配されましたが、当日は心地の良い晴天に恵まれました。今年は３つのブ
ロックに分かれて、色ごとのオリジナルデザインをバックプリントした T シャツを着て様々な種目に取り組
み、生徒の熱気で大盛り上がりの体育祭となりました。多くの保護者の皆様の大きな声援に、生徒たちも精
一杯頑張り、大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳徳中学校
学校だより

 
亀岡市立詳徳中学校 
１１月号 
令和７年１１月４日発行 

ス マ イ ル フ ェ

祭
スティバル

～体育祭を参観された保護者の
方々の感想より～ 
 
・子どもたちの生き生きとした姿、きち
んとした整列にびっくりしました。 
・大縄跳びで失敗した後、みんなで声
を掛け合っているのを見て胸が熱くな
りました。 
・一年経ち、成長した姿を見れたこと
を嬉しく思います。 
・大声でみんなで応援する姿、チーム
一丸となって盛り上げすごく喜んでい
る姿を見ることができて、とても感動し
ました。 
・みんな全力で競技に打ち込む姿も
かっこ良かったです。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

     １１月行事予定 

５日(水) 午前中授業                                                                                                                                                                                             

６日(木)～12日(水)３年進路面談 

６日(木) ２年生職場見学 

７日(金) 漢字検定 

８日(土) 京都府中学校駅伝競走大会 

10日(月) １年生福祉体験学習 

11日(火) ２年生非行防止教室 

12日(水) あいさつ運動 

13日(木) 避難訓練 

14日(金) 数学検定 

18日(火) ３年生学年社会科学習 

21日(金)～テスト期間部活動停止(～27日) 

26日(水)～28日(金)定期テストⅣ 

28日(金) 中学校入学説明会(PM) 

「全国学力・学習状況調査」および「京都府学びのパスポート」
結果と本校の取組について 

児童生徒の学力や学習状況を客観的に把握し、授業改善や学級経営に活かすために、今年度も「全
国学力・学習状況調査」と「京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～」が行われました。これら
の調査は、単なる点数比較ではなく、子どもたちの学習意欲や生活習慣、学校生活への意識なども含め
て多面的に把握できるものです。 

結果からは、本校の生徒が国語の「話すこと・聞くこと」「書くこと」、数学の「関数」「データの活用」とい
った領域で全国・府平均を上回り、考えを整理して他者に伝える力やデータを基に考察する力といった面
で強みを発揮していることが分かりました。その一方で、国語の「読むこと」や数学の「数と式」といった学
びの土台となる基礎的な領域については課題が見られました。また「家庭学習時間」、「計画的に学習を
進める力」、「安心して自分の意見を言える雰囲気」などの設問においても課題が見られ、学習習慣や心
理的安全性の面に改善の余地があることも明らかになりました。 

こうした課題を踏まえ、本校では今年度の研究目標を 「多様な生徒が『つながる』学びのデザイン」 と
定め、授業改善や学級経営に関わる取組を進めています。 

【家庭学習習慣の定着に向けて】１・２年生では「自主学習ノート」や「がんばり表」を活用し、自分で計
画を立てて学ぶ習慣づくりを支援しています。３年生では今年度から新たに「フォーサイト手帳」を導入
し、計画・実行・振り返りという PDCAサイクルを意識した学びを進めています。これにより、自ら見通しを
持ち、課題解決へ向けて粘り強く取り組む姿勢の定着を目指しています。 

【対話を通じた学びの深まり】今年度より、各授業や学級活動の中に、構成的グループエンカウンター 
「SHOW-TALK（ショートーク）」 を導入しました。役割分担を持って意見を出し合い、問いを交わす活動を
通して、安心して発言できる学級風土づくりと学びの精緻化を図っています。 

【授業改善への活用】各授業、活動では資料を比較しながら要点をまとめたり、ペアやグループで考え
を交流する場を増やしたりすることで、表現力や読み取りの力を高めています。また、タブレットを使った
グラフ作成や統計の解釈、学んだことや考えたことを表現、発表するなど、ICTを活用する授業を継続し
ており、抽象的な概念を具体的に捉えやすくしています。 

これらの取組を通じて、本校は「知識を覚える」だけでなく「考えを整理し、他者に伝える」、「自分の学
びを自分で調整する」という力を子どもたちに育んでいきます。ご家庭でも「学習や生活のふり返りを一緒
に行う」、「自分の考えを言葉にする機会を持つ」などのサポートをお願いできればと考えています。保護
者の皆様と協力しながら、子どもたちが意欲的に学び、安心して挑戦できる環境づくりを今後も進めてま
いります。 

花づくりコンクール 『都市緑花協会理事長賞』 

生徒会主体の取組である「花いっぱい運動」でつくりあげ 

た、中庭の花壇が亀岡市の「花づくりコンクール」におい 

て「都市緑花協会理事長賞」を受賞しました。 

生徒会本部を中心として 

生徒会各委員長、美化委員会、 

各部活動の代表で花植えに取り 

組みました。  

 
～お知らせ～ 

「サイエンスフェスタ 2025」 

日時：令和７年 11月 22日(土)午前 10時～午後３時 30分 

場所：ガレリアかめおか 

主催：亀岡市みらい教育ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 

https://www.city.kameoka.kyoto.jp/site/sf/

